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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本研究では、従来の金回収プロセスにおける重要な技術的課題である超難処理性金鉱石の前処理

に対して、酵素酸化法および界面活性剤による表面改質法の有効性を比較検討し、金の浸出効率向

上と環境負荷の低減を両立するための技術的基盤を構築したものである。持続可能かつ高効率な鉱

物資源処理技術の開発に資する成果であり、資源環境工学分野における学術的・実用的意義は極め

て大きい。したがって、本論文は博士（工学）の学位に値するものと認める。 


